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１．本稿は、Harunaga Isaacson教授（ハンブルク大学 / 筑波大学）による演習および講




２．原文中の（ ）による補足や ‘ ’ 、ダッシュについては訳文においてもそのまま表記

































































                                                                        
2 ニーチェの『曙光（Morgenröte）』（1881年）に既に見られる。 
ハルナガ・アイザクソン「文献学とテキスト批判」和訳 （小坂・横山） 



























































れる。この三種の段階の違いは、例えば Edmund Spenser のソネット連作 Amoretti の第
一ソネット、もしくはそのソネットの最後の二行である 
 
Leaues, lines, and rymes, seeke her to please alone, 
whom, if ye please, I care for other none. 
 






























































































































































































発揮するものである（cf. Raghuvaṃśa 3.25における yad āha/uvācaの例）8。もしこの
１と２によって問題が解決されない場合、我々は、Housmanがそのような場合には






























（こさか・ありひろ 筑波大学人文社会科学研究科 哲学・思想専攻） 
（よこやま・あきと 筑波大学人文社会科学研究科 哲学・思想専攻） 
                                                                        
9 これについてはHousmanの Juvenalの校訂版における序文の一部を参照。この序文を演習と講義の間
に読んで議論する時間が私にはなかった。 
